心 交 す 大 き な 自然 と ゆっ た り と し た 時 間 と の 出会い が 待っ て いま す 
新緑 か ら 花 の 季節 へ 
八ヶ岳 高原 ロッ ジ で 過ごす 休日 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 株 ) 


還 還 PER SS IF gt_ 1 和香 
っ 99,000 円 108,000 円 148,000 円 
116,000 円 125,000 円 165,000 円 
す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 小 淵 駅 か ら 、 最 終日 小 湯沢 駅 また 
| 用 バス 会 社 : 長野 観光 バス また は 橋 木 観光 バス また は 千曲 バス (3 日 


※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 次 写真 は 
つ バ パス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一 毅 その 他 
新宿 11:00~-12:00 発 ) 八王子 = 新 大 阪 (8:30~-9:00 先 ) 三 京都 ニ 
小浦 沢 名 古屋 三 塩尻 小淵沢 


ニ 小 海 痕 ・ 自 由 席 (1375m の 」 R 最 高地 点 を 通る ロー カル 列 申 の 旅 ) = 野辺山 一 
送迎 バス ー 午 後 : 八 ヶ 策 高原 ロッ ジ 泊 (早め の 到着 で 自然 卿 履 策 な ど 、 お 部 屋 は 
デラ ックス ルー ム を こ 用 意 。 ご 夕食 は 「 八 ヶ 岳 高原 ヒュ ッ テ 」 に て 洋食 ディ 
ナー を ) 


導 日 の ん びり 過ごす ひと と き を 。 の 方 は 午前 中 は 八ヶ岳 
ッ ジ を 起点 に 体力 に 合わ せ て 遊歩 道 散 策 内 し ます 。 

【A コー ス 】 片道 約 500m 「 せ せら ぎの 小径 」 往復 コー ス ・ 所 要約 80 分 

【B コー ス 】 約 4km 「 美 谷 池 を せせらぎ の 小径 」 局 遊 コー ス ・ 所 要約 2 時 間 

自由 昼食 後 、 八 ヶ 岳 高原 音楽 堂 に て 貨 切 チ ェ ン バ ロ コ ン サ ー ト を 鑑賞 。 夜 は 

メイ ンダ イニ ング 「 ル ・ プ ラ ト ー」 に て フレ ンチ フル コー ス デ ィ ナ ー 

ゆっ くり 出発 午前 富美 し 礎 (ツツジ 名 所 ) 清里 テラ ス (リフ ト で 欄 高 

1900m 展 望 デッキ へ 。 富 士 山 や 清里 高原 を 一 望 する 絶景 スポ ッ ト ) つ 清 泉 寮 (牧歌 

的 な 國 景 ) つ 八ヶ岳 高原 大 橋 一 

小 湯沢 三信 王子 = 

新宿 (8:00 一 19:QO 洛 ) 


小 湯沢 塩尻 三 名 古屋 三 京都 
新 大 阪 (20:30-21:30 着 ) 


豊か な 自然 に 包ま れ た 広大 な 敷地 に わずか 17 室 の 「 た て し な 藍 」 と 
国際 山岳 リゾ ー ト 「 上 高地 帝国 ホテ ル 」 へ 


寛ぎ の 時 間 
隠れ 宿 - た て し な 藍 と 上 高地 帝 


| 


人 阪 と の 共同 革 集 コー ス で す 。 世 は 大 ま た は が 駅 か ら 夫 また は 新 
大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 平成 交通 また は 柿木 観光 バス また に は 長野 観光 バス ※ 部 屋 
タイ プ 1 泊 目 : 和 : 泊 目 : 洋室 、 ホ テル の 部 屋 タイ プ に より 料金 が 異な 。【 基 本 】2 泊 目 / 山 
・ 天 井 領土 あり 【A タ イプ 】2 泊 目 / 山 側 30m 【B タ イプ 】1 治 目 / 露 天風 呂 付 客 室 、2 
ダ 付 客室 37nf ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参 束 下さい 。 ※ 写 真 は 全て 
イメ ー ジ で す 。 ※※1 人 1 室 は キャ ン セ ル 待 あの 受付 と な り ま す 。 
行程 ー バ パス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
新宿 (9:3010:30 発 ) 王 八王子 一 芝 野 新 大 阪 7:30<8:D0 発 ) 三 京都 ニ 
名 古屋 王 塩 尻 三 双 野 
つ 委 科 高 原 バ ラク ライ ング リッ シュ ガー デン (英国 園 革 の 祭典 "「 バ ラク ラフ 
ラ ワ ー シ ョ ー」 開催 中 で に ぎわ う 賑やか な 日 本 初 の 本 格 的 英国 式 庭園 散策 、 
アフ タ ヌ ー ン ティ ー セ ッ ト の ラン チ も お 楽し みく だ さい ) > タ 刻 : 横 谷 谷 ・ た 
て し な 藍 ( 椅 の 中 の 高原 リゾ ー ト 。 の ん びり 中 天風 呂 に 寛ぎ 、 和 人 会席 科 理 の ご タ 食 ) 
午前 : 宿 つ 飼 肌 旗 池 ( 根 が こだま する 「 緑 絡 く 』 の 失 景 ) 大 町 ・ ラ ・ カ スタ ・ ナ 
チュ ラル ヒー リン グ ガー デン ( 五 馬 で 感じ る 『 美 と 癒し の 中 園 ) 午後 : 上 高地 
癌 国 テ ル 泊 (早め の 到着 、 上 高地 の 中 心 で セン ボル 的 な 存在 感 を も つ 河 童 
橋 や 、 立 ち 枯れ の 木々 が 印象 的 な 大 正 池 散 策 な ど 自 由 に 。 日 本 を 代表 する 名 
クラ シッ ク ホ テル に ゆとり の 滞在 、 夕 食 は メイ ンダ イニ ング に て フラ ンス 料理 ) 
出発 まで フリ ー タ イム … 午 前 人 (北ア ルプ ス を 眺め 、 
花 の 性 還 散 策 ) 一 夏山 美術 館 (近代 彫刻 の バイ オニ ア ・ 丈 原 守衛 の 作品 征 覚 ) 
松本 = 八王子 = 松本 = PR 
新宿 (18:2019:20 着 予定 ) 新 大 阪 (19:30 こ 20:30 着 予定 ) 


ト テ ル 最少 催行 人 員 : 9 名 


八ヶ岳 高原 自然 卿 
レン ゲッ ツツジ や コナ シ の 花 


人 ヶ 岳 高原 音楽 堂 内 鈴 


ル ・ プ ラ ト ー 


シェ フ デ ィ ナ ー デラ ックス ルー ム 富 室 一 例 


八ヶ岳 高原 ロッ ジ は 人 久 ヶ 年 連 峰 の 東山 薦 、 標高 
1500m、 約 200 万 坪 の 広大 な 高原 リゾ ー ト 。 新 雪 か 
6 ツツジ や サラ ドウ ダン ・ コ ナジ な ど 咲 き 競う 花 の 
季節 に 連 泊 し 、 ホ テル 敷地 内 ・ 森 に 囲ま れ た 「 八 ヶ 
音 高原 音楽 堂 」 に て 貸切 チェ ン パ ロコ ン サ ー ト も 鑑 
質 し ます 。 


掲載 No| 


東京 発 | 6AEP5N60 | 関 


39 大 阪 発 | 6CEP5N60 


上 高地 テル と 穂高 連峰 


た て し な 想 外観 


た て し な 想 料理 


渓谷 ・ 森 林 ・ 滝 ・ 温 泉 な どの 豊か な 大 自然 に 恵まれ 
た 3,500 坪 の 敷地 に 17 案 、 料 理 人 の 粋 を 尽く し た 蛋 
石 料理 と 日 本 旅館 の お も て な し の 大 人 の 隠れ 宿 「 た 
て し な 藍 」 と 歴史 ある 山岳 り リゾート の 草分け 的 存在 
の 上 高地 鶴 国 ホテ ル に 洛 在 、 美 し い 自然 の 中 で の ん 
びり お 過ごし 下さ きい 。「 バ ラク ラフ ラ ワ ー シ ョ ー」 開 
催 由 の イン ダリ ッシュ ガー デン や 完全 子 約 制 で ゆっ 
《 り 美しい 庭園 を お 楽し みい た だ ける ラ ・ カ スタ 
ナチ ュ ラ ル ヒー リン グ ガー デン も 立ち 寄り ます 。 


23 


委 
節 
を 
愛 
で 
る 
旅 
区 
M 
ペ 
の 
チ 
補 
I 


其 列 つつ ー 


| さ ーsy 和 ビ | 


